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様式9 
〔学校部門 幼稚園・保育所・認定こども園等〕                                ［概要版報告書］ 

助成番号 助成事業名 施設名 

2023-7111-043 年長児サマーキャンプ 秩父川遊び 社会福祉法人 松葉の園 
志村さかした保育園 

所在地 東京都板橋区相生町23-5 対象河川名 荒川水系赤平川 
対象園児 年長（21人） 活動時間 32時間 

河川教育の目標 

・思い切り泳いだり流れたりしながら思い切り遊び、自然の中で開放的になる気分を味わう。 

・流れ体験し怖さを感じたりすることで危機管理能力を育てる。 

・川や川の近くにいる様々な生き物を知り、見たり触れたりしながら興味を持つ。・ 

・魚を捕まえた喜びと周りから認めてもらうことで自信を手に入れる。また、命の大切さを感じ

ながら食べようとする。 

子どもに育成し

たい能力 

・川や自然に親しみを持ち、自然に触れることの心地よさを感じる。・意欲的に行動する力 ・自

然の中で思い切り身体を動かすことを喜ぶ。・様々なものに興味を持つ・友達と一緒に目標に向か

ってやり遂げる力。・危機管理能力 ・知らない事や物に好奇心を持って調べてみる  
・自分が感じたことを相手に伝える力 ・生き物の命を感じ、大切にしようとする心 

評価の観点 

健康：全身を使って思い切り川遊びを楽しみ。様々な事に積極的に挑戦してみる。 
人間関係：友達と協力し、同じ目標に向かってやり遂げる。様々な発見や体験に目を輝かせ、友

達と共感し絆を深める。 
環境：様々なものに好奇心を持って覗いたり、観察したり、触れてみたりする。川や森、自然に

囲まれた中で、その大きさ、美しさ、不思議さを感じる。自然の中での生活を楽しみ、心

地よさを感じる。 
学習活動の内容と成果 

【内容】 
・埼玉県秩父郡小鹿野町の河原で川遊びをする。川の中で座って流れを感じたり、流れにまかせたり、ボートに乗っ

て川下りをして楽しむ。また、河原で虫探しや、スコープで川の中をのぞいたり、小魚や小さな生き物を観察したり、

自然に触れる体験をする。 
 
【成果】 
・川の水の冷たさを心地よく感じ、潜ったり跳び込んだり、思い切り身体を使って楽しむことができた。 
・自分の体験をみんなで共感し喜びを共有でき、一層友達との絆が深まった。 
・マスつかみ後の夕食で、「自分で捕まえた魚を残すのは良くない」ときれいに食べようとしていた。 

川教育を通じて

見られた子ども

の変容 

・急に深い所があったり、流れが速い所は動きづらいなどの危険を感じている様子があった。 
・「この川を流れていったらどこに行くんだろう」と聞いてくる子たちに、身近な川であること

を伝えると、大きな発見をした喜びの表情を見せた。 
・様々な自然を体験し挑戦し達成したことで、表情に逞しさが生まれ、動きに自信が表れてい

る。 
支援者等（複数記入可） 

保護者 外部小学校 外部中学校 外部高校 外部大学 市民団体 専門家等 
河川管理者 行政機関、博物館、資料館等 関係団体（漁協、農協）等 企業 その他 
支援の概要  

成果発表 

成果作品 発表方法 

 

 

 

 

今後の課題・展開 

・次回は、魚やエビなど水中の生物を採取し図鑑で調べたり、生物について興味・関心をもって観察する。 

・近くの荒川河川敷に行って川がつながっていることを知り、秩父の川との大きさや色について違いを考えてみる。 

 

キーワードとなる言葉にアンダーラインを引いて下さい



 

 

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

様式1６ 

〔学校部門〕 共通                                                               ［活動状況写真］ 
助成番号 助成事業名 学校名 

2023-7111-043 年長児サマーキャンプ 秩父川遊び 志村さかした保育園 

 
 
学習活動名：川遊び 
日 付 ：7月18日 
見られた子どもの姿：初めて川を体験する子もいたが、みん 
な勢いよく川に入っていく。暑い日だったので水の冷たさが 
とても心地よさそうな様子で大喜びの子ども達。 
流れに逆らって泳いだり、水面に浮かんで周りの景色を 

眺めたり、友達と水を掛け合ったり、まずは思い思いに川遊 
びを楽しんだ。遊ぶ中で、川の流れが速かったり、ゆっくり 
だったりすることに気付く。 
 
 
 

 
学習活動名：マスつかみ 
日 付 ：7月18日 
見られた子どもの姿：初めて魚に触る子も多く、「すべる」 
「つめたい」その感触にびっくりする様子が見られた。なか 
なか捕まえられず追いかけていたが、徐々に慣れてくると、 
隅に追い詰めたり岩の下に手を入れてみたり、捕まえるコツ 
をつかんできた。 

 捕まえられたことで、喜びから自信になり、達成感を得た

表情が見られた。 
 
 
 

 

学習活動名：川の中をのぞいてみよう 
日 付 ：7月18日 
見られた子どもの姿：アクアスコープで川の中をのぞいてみ 

る。まずは普段見ることのできない川の中の様子に「すごい」

「きれい」と夢中になって観察する子どもたち、流れで転がる

石を追って見ていた。「さかながいたー！」「どこ！」「面白いか

たちの石があったよ」など発見を喜んでいた。                                            
 
 
 
 
 

 
 注）写真は校外や学校・教室内での学習活動ごとに添付してください（枚数が多くなっても、また複数ページになってもかまいません。） 
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   様式1６ 

〔学校部門〕 共通                                                               ［活動状況写真］ 
助成番号 助成事業名 学校名 

2023-7111-043 年長児サマーキャンプ 秩父川遊び 志村さかした保育園 

 
 
学習活動名：ライフジャケットで川の流れを体験 
日 付 ：7月18日 
見られた子どもの姿：ライフジャケットを着ていることでど 
うなるかを体験。最初は不安な様子で仰向けになってみるが 
、ちゃんと浮くことがわかると安心して水に身を任せて、流 
れに揺られて気持ちよさそうにしていた。 
 
 
 
 
 
    

学習活動名：ボート遊び 
日 付 ：7月18日 
見られた子どもの姿：ボートで川下り体験。並んでいる子が 
水しぶきを上げて盛り上げてくれる。ボートに乗ってみると 
「速い！」と思ったよりも川の流れが速かった様子で、また、 
ボートが揺れるスリルを喜び、並びなおして繰り返し楽しん 
だ。 
 
 
 
 
 

 

学習活動名：川辺の森で虫探し 
日 付 ：7月19日 
見られた子どもの姿：川の近くの森の中で虫探しをする。虫 
網を手に、どんな虫が見つかるかワクワクしながら森の中を 
進んでいく子どもたち。トカゲやショウリョウバッタ、ちょ 
うちょ、カナブン、ミヤマカミキリなどを発見、捕まえて虫 
かごに入れさっそく図鑑で名前を調べていた。多くは逃がし 
たがカミキリムシだけ持ち帰り、図鑑で飼育方法を調べクラ 
スで大切に飼っている。 
 
 
 

 
 注）写真は校外や学校・教室内での学習活動ごとに添付してください（枚数が多くなっても、また複数ページになってもかまいません。） 
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【川遊びに使用したもの】 
・ボート（川下り） 
・水網・虫かご（河原の生き物探し） 
・テントタープ（休憩用） 
・アクアスコープ（川の中を観察してみよう） 
・ライフジャケット ・アクアシューズ ・蚊取り線香 ・麦茶（水分補給用） 
・塩分チャージ（熱中症予防） ・スイカ ・スイカ割の棒 ・シートなど 

【タイトル】マスつかみ 
 
最初は怖がって逃げたりバタバタしていたけど、周りが捕
まえ始めると少しずつ勇気が出てきたようで自分から水の
中に手を入れて探せるようになった。魚の速さに驚きなが
らも友達と一緒に追いかけることを楽しんでいた。 

【活動後のお絵描き】 

【タイトル】川あそび 
 
魚を捕まえたことが１番楽しかった。スコープで水にの中
をのぞいてみると、最初に出た言葉が「わーすごい」。転が
る石や、さかななどたくさんの発見をし、そのたびに保育
士に教えてくれました。自分の発見を友達や保育士に共感
してもらい喜びいっぱいで目を輝かせていました。 

【タイトル】虫捕り 
 
河原の近くの森の中に入って虫探しをした。期待したカブ
トムシはいなかったが、何か見つけるたびに「いたー！」
「みつけたー！！」と大興奮の子ども達。大きなカミキリ
ムシを見つけて、触るのは怖くてできなかったけど虫かご
の中に入れてバスの中もずっと観察していました。 



【サマーキャンプを終えて、子ども達の感想】 

 

【保護者の感想】 
 
・とっても楽しかったようで帰りの車の中でお魚を捕まえたお話を何度もしてくれました。楽しい思い出が
できました。本当にありがとうございました。 

・とっても楽しく刺激いっぱいの二日間だったようです。園生活の思い出も増え、経験値も上がり、親子の
有難みも一段と感じられる時間となりました。 

・普段ではできない体験をたくさんし、貴重な時間となりました。本人も家でたくさん話をしてくれて、楽
しかったのだと思いました。 

・川遊びが楽しかったようでライフジャケットを欲しいと言っていました。去年の夏にマスつかみをしまし
たが、ピチャピチャ動くのに驚き、あまりつかめずでしたが、昨日は「もうマスつかめるよ」と自信満々に
言っていました。 

とかげやショウリョウバッタ、カミキリムシとかいろいろな虫を捕まえられて楽
しかった。保育園にはいない虫ばかりだった。 

６歳男の子 

川の中を見られたのが面白かった。いろいろな形のきれいな石があった。魚がい
たけど早くて捕まえられなかった。 

６歳女の子 

魚を触るのは怖かったけど。触ってみたら冷たくてぬるぬるした。捕まえたら動いて
びっくりした。捕まえられてよかった。 

６歳女の子 

川がきれいだった。流れがあって泳いでみたら楽しかった。冷たくて気持ちがよかっ
た。ボートが楽しかった。 

５歳女の子 
 

【まとめ】 
他にも、ボートに乗ったり、スイカ割をしたり、ライフジャケットで浮かんで流れてみたり、夏の川
をたっぷり楽しみました。 
川遊びはサマーキャンプの中のメインの遊びで、事前準備から「川で泳ぎたい」「虫をいっぱい捕まえ
たい」と期待を膨らましていました。自然の環境の中、見るものすべてに目を輝かせ興味を持って取
り組みました。川の水が冷たいこと、魚が泳いでいることなど一つひとつの発見に喜びを感じいろい
ろな刺激をもらってきました。 



 

 

    

様式１７ 

〔学校部門〕                                                                ［実施箇所位置図］ 
助成番号 助成事業名 学校名 

2023-7111-043 年長児サマーキャンプ 秩父川遊び 志村さかした保育園 

助 

成 

事 

業 

の  

主  

な  

実  

施  
箇  
所 

主な実施箇所   埼玉県秩父郡小鹿野町長留220 秩父ふるさと村  

※環境学習を数カ所で実施している場合は、代表的な箇所を2カ所程度記載してください。 
※ダム等の施設を見学した場合は、当該施設の位置図を記入して下さい。 
  （縮尺は1/50万～1/100万程度） 
※活動場所が「子どもの水辺」、「水辺の楽校」に指定されている場合には、指定場所と名称を記載してくださ

い。 

マスつかみ 
川遊び 
ボートで川流れ 
水中の観察 
生き物探し 
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